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JAIRO Cloud ニュース

• JAIRO Cloudが，スタンフォード大学図書館による「研究図書
館によるイノベーション賞 (SPIRL) 」の功労賞を受賞しました。
• http://library.stanford.edu/projects/stanford-prize-innovation-

research-libraries-spirl/2014-prizes

• JAIRO Cloudへの参加申請機関数が，サービス開始当初の
目標であった200機関を突破しました。
• 200番目の申請機関日本福祉大学様

• 筑波大学のつくばリポジトリ(Tulips-R)へがJAIRO Cloudに移
行しました。
• https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/
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JAIRO Cloudとは
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JAIRO Cloudとは
• NIIが開発・提供する機関リポジト
リのクラウドサービス

• 独自で機関リポジトリの構築・運
用が難しい大学等に対して、研究
成果の収集・保存・発信を容易に
する仕組みを提供
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NIIのクラウド上に機関ごとのサイトを構築
利用機関はコンテンツ管理をするだけ

NIIは
機関リポジトリの
ソフトウェアを

NIIのクラウドに
構築・提供

C大学

研究者は
JAIRO Cloudに研究成果
（雑誌論文，学位論文等）を

搭載

A大学

B共同利用機関

大学の研究成果を
オープンアクセスで
公開

大学は
JAIRO Cloudを利用して

機関リポジトリを構築

運用機関
（NII）

JAIRO Cloudにより
・大学でのシステム運用負荷の軽減により機関リポジトリ数の拡大
・必要な機能を備えたシステムをクラウド上で提供することで全体の効率化
・学術情報のオープンアクセスを推進



機関リポジトリの普及に貢献
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日本は世界トップクラスの機関リポジトリ大国です。公開予定も含めると、
全国の機関リポジトリの約40%をJAIRO Cloudが占めることになります。
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2014/4/30現在

全体の
約40%が
JAIRO Cloud
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JAIRO Cloud のメリット
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JAIRO Cloudのメリット

• ①初期構築
• 簡単な初期構築

• サーバーの導入・管理・保守は国立情報学研究所にお任せ

• 参加機関は登録コンテンツの管理に専念

• ②システム開発
• 標準的な機関リポジトリの機能

• 外的要因の変化に合わせて、新しい機能を搭載

• CSI委託事業で推進してきたプロジェクトの成果を取り込み

• ③運用サポート
• 映像マニュアルなど充実したマニュアル

• JAIRO Cloud講習会を実施

• 参加機関によるコミュニティーで日々の疑問を解決
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簡易な初期構築

• 大学で独自にサーバーを持つのに比
べて、機関リポジトリの構築が簡単

• システム環境引渡しから公開までの
期間は

最短7日（平均172日）

• 参加機関は登録コンテンツの管理に
専念
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初期構築
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学位論文の公開支援

• 学位規則改正より、平成25年4
月1日以降授与の博士論文の
インターネット公開が義務化

• 国立国会図書館への送付
• 機関リポジトリからIRDBにデータ

提供申請をすること

• junii2 バージョン3.0に準拠したメ
タデータを送付すること

が必要になります。

• JAIRO Cloud利用機関は国立
国会図書館への送付が簡単に
実現
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システム

2014/05/29 学術情報基盤オープンフォーラム

メタデータＡ大学

IRDB
(JAIRO)

Ｂ大学

Ｃ大学 メタデータ

メタデータ

Junii2バージョン3.0に対応

国立国会図書館

平成25年4月以降授与の
博士論文メタデータ

PDF

PDF

メタデータの情報をもとに、
国立国会図書館が論文本
文を収集

博士論文
PDF

PDF

各大学の機関リポジトリ



SCPJ（学協会著作権ポリシーデータベース）連携の実現

• ＳＣＰＪとは

• 学協会の著作権ポリシーを確認する
ツール

• JAIRO Cloudでコンテンツを登録

する際に、簡単に著作権ポリシー
の確認が可能な機能を搭載

• 学協会のポリシー変更に気づい
たら、SCPJ事務局にフィードバッ
クする機能もあり
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（学協会数は2013/10/21
時点）

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/

システム
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ROAT相当機能の組み込み
• ROATとは

• 機関リポジトリの利用統計を、統一された方法で解析し、各機関リポジトリの統計の比較を可能にする
ツール

• ダブルクリック排除・ロボットリストの管理

• JAIRO CloudではROAT相当の統計機能を追加予定
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機関リポジトリのコンテンツにDOI登録が可能に！

• DOI（Digital Object Identifier）とは
• コンテンツの電子データに登録される国際的な識別子

• 恒久的にデジタル資料を一意に示すことが可能

• コンテンツの所在情報（URL）に変換

• 日本では、ジャパンリンクセンター(JaLC)がDOIを管理
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Ｎｅｗ

プレフィックス
機関の番号

サフィックス
コンテンツの番号

[DOIの例]

info:doi/10.1241/1234.56.789 http://repo/1234/...
URLに変換

リポジトリへ

システム

http://japanlinkcenter.org/

DOIのメリット

★研究者が引用のための識別子として
利用できる
★コンテンツのURLが変更になっても、リ
ンク切れを防げる

★論文別統計の際に、論文の識別子とし
て利用できる



JaLC DOI登録の仕組み
• IRDBハーベスト対象の機関リポジトリは、NIIの下位団体の準会員となることで、無料
でJaLC DOIを登録

• 機関リポジトリで必要な対応

• junii2バージョン 3.1 のselfDOI メタデータ項目の追加

• DOIのPrefixやSuffix管理を、システムにより行うのであれば、機関リポジトリを改修

JAIRO CloudではDOI登録のための

機能を追加予定

• 運用上必要なこと

• DOIを責任をもって登録・管理

• メタデータは準会員のためのガ

イドラインにそって入力
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機関リポジトリと、JaLCと
のデータ受け渡しを仲介

IRDB(JAIRO) JaLC



JAIRO Cloud講習会

• JAIRO Cloud参加機関、およびJAIRO Cloud申請を検討している機関の担当者を

対象に、機関リポジトリの円滑な運用に必要な知識・技術の修得を目的とし講習会
を開催。
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平成26年度開催日程 都道府県 会場機関

平成26年 6月16日～ 6月17日 東京都 国立情報学研究所

平成26年 7月 3日～ 7月 4日 北海道 天使大学

平成26年 9月11日～ 9月12日 京都府 京都橘大学

平成26年11月17日～11月18日 東京都 国立情報学研究所

平成27年 2月 2日～ 2月 3日 東京都 国立情報学研究所

定員各回20名（ NII会場は32名に増員）

サポート
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コミュニティーサイト

• 参加機関向けのフォーラム

• 操作方法等の疑問を解決

• みんなで作るマニュアル

• 現場の疑問やティップスをマニュアルに。
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サポート



JAIRO Cloud 移行実験
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独自構築機関へのアンケート調査

• 平成24年度にアンケートを実施
• 期間：平成24年9月25日～10月15日
• 独自構築機関の回答数：84
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構築済機関も申請可能となった場合

JAIRO Cloudの利用希望
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WEKO等のシステムの使い勝手

サポート体制（問合せ対応）のレベル

データの移行作業

想定される課題



独自構築機関のバージョンアップの状況

• 導入後バージョンアップを行っていない機関が４６％
• 最新機能への追随ができない！

• セキュリティーは大丈夫？
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バージョンアップを行わない理由機関リポジトリ用ソフトウェアのバージョンアップの状況

DSpaceのバージョンの分布

金沢大学「オープンアクセス環境下における同定機能導入のための恒久識別子実証実験」報告書より
https://www.nii.ac.jp/irp/archive/report/pdf/2_kanazawa.pdf



データ移行実証実験

内容

• 利用機関数の多い機関リポジトリソフトのデータコンバータを開発

• システム移行に係る課題を整理し、データコンバータとともに配布

• データの移行を実際に行う

• 平成25年度はヒアリング等に基づき、JAIRO Cloudへの追加機能開発も行った
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機関リポジトリ既構築機関が
JAIRO Cloudへのシステム移行を
支障なく行えるかどうかの実証実験



JAIRO Cloud移行作業のイメージ
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B大学
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本文PDF等

データ
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コンテンツ

システムに合わせた
モジュールを使って変換

C大学
ＰＣ

移行元リポジトリのデータ
項目に合わせ、

フィルタ設定を変更

WEKO一括登録ツール
(SWORD Client For WEKO)

各大学
データコンバータのインストール・データ
変換（システム管理者の作業を想定）

一括登録（コンテンツ管理者の作業を想定）

階層構造の情報ごと登録
・
・
・

2014/05/29 学術情報基盤オープンフォーラム



平成25年度の実験状況
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実験対象システム 実験参加機関 進捗

DSpace Ver 1.5 筑波大学 全件データ移行実験済

Ver 1.6 信州大学 （平成26年度に実験予
定）

Ver 1.4 核融合科学研究
所

（平成26年度に実験予
定）

NALIS-R ゆうキャンパス データコンバータ開発まで
完了

XooNIps 旭川医科大学 一部データのデータ移行
実験済

E-Repository 千葉大学 データコンバータ開発まで
完了

DSpaceのE-Person相当機
能を追加
handle.netのハンドルシステ
ム対応

アクセス統計の引継の検討



平成25年度実施結果

• 筑波大学[DSpace ver 1.5]
• つくばリポジトリの全アイテム（約3万
件）がJAIRO Cloudに登録できたこと
を確認。

• 登録時の不具合を確認（対策は平成
26年度に実施予定）。

• 差分更新についての検討を実施

• DSpaceのHandleシステム及びE-
Person相当機能をWEKOに実装

• 旭川医科大学[XooNIps]
• AMCoRのArticleアイテムタイプ（約5
千件）について、JAIRO Cloudに登
録できたことを確認

• 登録時の不具合を確認（対策は平成
26年度に実施予定）

• 統計データの移行について検討を実
施
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初
平成26年5月21日JAIRO Cloudに筑波大学が参加しました。
機関リポジトリを既に構築している機関では初となります。



今後の計画

【平成26年度前半：移行実験】

• 平成25年度実験で確認しきれなかった

点を検証する。
• 実験参加大学が自力でデータ移行作業が

できること

• 主要なリポジトリシステムに対応できること

【平成26年度後半：本番移行開始】

• 既構築機関の参加申込み受付開始。
• 参加大学は、データコンバータを用いて、自力でデータ移行作業
• 各機関の実施時期については、要調整
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平成26年度 実験参加大学 現行システム

千葉大学 E-Repository

ゆうキャンパス（山形大学） NALIS-R

信州大学 DSpace 1.6

核融合科学研究所 DSpace 1.4

旭川医科大学 XooNIps (Article外)
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国立情報学研究所は、
既構築機関からの移行も含め

JAIRO Cloud 500機関構築を目指します。

参考

学術機関リポジトリ構築連携支援事業
http://www.nii.ac.jp/irp/

JAIRO Cloudコミュニティサイト
https://community.repo.nii.ac.jp/

国立情報学研究所学術基盤推進部図書館連携チーム機関リポジトリ担当
ir@nii.ac.jp
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